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長い間、副理事長をさせていただき、有意義な経験をさせて

いただいたことに感謝いたします。

思い返しますと、脳卒中の臨床と研究が専門であつた私が初

めて脳卒中の社会的側面に関心を持ったのは日本脳卒中学会長

を務めることになっていた1997年です。当時、厚生省では脳卒

中は循環器病の一部で、心臓病に比べると極端に扱いが小さいという状況でし

た。脳卒中は非常に重要な疾患であり、また私の主な仕事でもあったので、こ

の状況は放置できないと考えました。そこで日本脳卒中学会に「医療向上委員

会Jを作 り、たまたま知己を得ていた中山太郎代議士に相談に行きました。中

山先生が「脳卒中対策議員懇談会Jを作って下さり、厚生省には「脳卒中対策

に関する検討会Jができて山口武典先生が座長になって下さいました。中山博

文先生はそれらすべてに相談に乗って下さり支援して下さいました。1998年の

脳卒中学会総会では、学会で初めてお役人の出席も依頼して脳卒中の社会的問

題のシンポジウムを開きました。これらの運動の結果と思いますが、1999年度

に脳卒中の臨床研究に関する厚生労働省の予鱒:が付き、多くの臨床研究が実現

しましたし、また2005年の t PA療法承認にも繋がったと思います。

この時の事情から、なにか自然の成り行きで日本脳卒中協会に参加し、肩入

れすることになりました。お陰様で私にとつては脳卒中を、医療者の

'1か

らだ

けではなく、少しは息者さんや社会の側から見ることができるようになったの

は非常に有難いことでした。ただ、基本法に関して1998年 の成功体験を再現で

きなかったことは残念です。近い将来喜びを共有できることを願っています。


